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（
１
面
か
ら
続
く
）

◎
健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
ま

ち
　

◆
介
護
老
人
施
設
の
誘
導　

上

の
原
地
区
に
お
い
て
、
都
市
再
生

機
構
と
の
連
携
に
よ
り
、
平
成　
２７

年
２
月
の
開
設
に
向
け
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
誘
導
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す

　

◆
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進　

そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
配
置
す
る
職
員
の
増
員
な
ど

を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

　

◆
周
産
期
医
療
体
制
等
の
充
実

強
化　

産
科
、
小
児
科
の
医
師
の

育
成
や
確
保
に
関
す
る
実
効
性
の

あ
る
施
策
と
財
政

措
置
、
周
産
期
医

療
体
制
の
機
能
強

化
と
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
新
生
児

集
中
治
療
施
設
の

整
備
な
ど
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す

◎
子
ど
も
の
未
来
と
文
化
を

は
ぐ
く
む
ま
ち

　

◆
小
・
中
学
校
の
耐
震
化　

第

十
小
学
校
、
小
山
小
学
校
、
南
中

学
校
お
よ
び
大
門
中
学
校
の
体
育

館
と
下
里
小
学
校
校
舎
棟
の
耐
震

工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

　

◆
東
中
学
校
体
育
館　

第
四
小

学
校
跡
地
に
東
中
学
校
体
育
館
を

新
設
す
る
た
め
の
基
本
設
計
お
よ

び
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す

　

◆
特
別
支
援
学
級
の
整
備　
　
２５

年
度
に
設
置
す
る
第
六
小
学
校
お

よ
び
南
町
小
学
校
に
続
き
、　

年
２６

度
に
西
中
学
校
に
固
定
学
級
、
久

留
米
中
学
校
に
通
級
指
導
学
級
の

設
置
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す

　

◆
校
庭
の
芝
生
化　

地
球
温
暖

化
対
策
な
ど
の
一
環
と
し
て
、
第

十
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

◆
小
学
校
給
食
の
調
理
業
務
委

託　

こ
れ
ま
で
の
三
校
に
加
え
、

小
山
小
学
校
に
お
い
て
も
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す

　

◆
東
京
国
体
の
競
技
施
設
整
備

　
　

年
開
催
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京

２５
２
０
１
３
に
向
け
て
、
山
岳
競
技

の
リ
ー
ド
競
技
仮
設
施
設
の
建
設

工
事
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す◎
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

　

◆
家
庭
ご
み
の
有
料
化　

市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
み
排
出
者
と
し
て

の
意
識
を
高
め
、
公
平
な
負
担
の

確
保
を
図
る
た
め
の
有
効
な
手
段

と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が

必
要
で
あ
る
と
の
東
久
留
米
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
方
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

　

◆
ご
み
対
策
課
庁
舎
の
建
て
替

え
と
資
源
選
別
場
の
移
転　

築
後

　

年
が
経
過
し
た
ご
み
対
策
課
庁

４０舎
の
建
て
替
え
と
と
も
に
、
下
里

に
ご
ざ
い
ま
す
資
源
選
別
場
の
移

転
、
業
務
の
集
約
化
を
行
い
、
収

集
業
務
の
効
率
化
と
収
集
体
制
の

見
直
し
に
よ
る
人
員
配
置
の
適
正

化
（
任
用
替
え
に
よ
る
減
員
）
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す

　

◆
放
射
能
対
策　

市
で
は
、
市

が
所
有
す
る
施
設
な
ど
を
対
象
と

し
た
放
射
性
物
質
除
染
実
施
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
安
全
に
、
ま
た
安
心
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
た
除
染
を
実
施
し
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
が
所
有
す
る
測
定

器
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
貸
し
し
、

少
し
で
も
不
安
が
軽
減
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

計
画
を
推
進
し
て

計
画
を
推
進
し
て 

い

く

た

め

い

く

た

め

にに 

　

東
久
留
米
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
っ
て
、
今
後
の
超
高
齢
社

会
の
進
展
は
、
経
常
的
な
市
税
収

入
の
減
少
と
と
も
に
、
医
療
、
介

護
な
ど
社
会
保
障
関
係
経
費
の
歳

出
増
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
歳

出
増
を
見
据
え
、
継
続
し
た
歳
出

構
造
の
改
善
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
事
業
の
実
施
と
財
源

の
確
保
、
評
価
結
果
に
よ
る
事
務

事
業
の
精
査
な
ど
、
歳
出
の
合
理

化
、
最
適
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
東
久
留
米
市
の
歳

入
の
大
宗
を
占
め
て
き
た
個
人
住

民
税
が
高
齢
化
に
よ
り
減
少
し
て

◎
課
税
明
細
書
と
納
税
通
知

書
を
１
つ
に
ま
と
め
て
送
付

し
ま
す

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
関
す
る
書
類

と
し
て
、
課
税
明
細
書
と
納
税
通

知
書
を
分
け
て
送
付
し
て
き
ま
し

た
が
、
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の

変
更
に
伴
い
、　

年
度
か
ら
課
税

２４

明
細
書
と
納
税
通
知
書
を
１
つ
に

ま
と
め
て
５
月
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
４
月
に
は
課
税
明

細
書
を
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎　

年
度
か
ら
、固
定
資
産
税
・

２４
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
（
共

有
者
用
）
を
送
付
し
ま
す

　

土
地
・
家
屋
に
お
け
る
共
有
物

件
の
納
税
通
知
書
は
、
こ
れ
ま
で

共
有
の
代
表
者
に
送
付
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

年
度
か
ら
は
、税
額
、納
期
限
、

２４

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
確

認
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
代

表
者
以
外
の
共
有
者
に
も
共
有
者

用
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
納
税
通
知
書
（
共

有
者
用
）
で
の
お
支
払
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
市
内
の
土
地
・
家
屋
を
共
有

名
義
で
所
有
し
て
い
る
方
へ

　

共
有
物
件
に
か
か
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、

共
有
者
全
員
で
納
税
す
る
義
務
を

負
い
ま
す
。
支
払
い
に
使
用
す
る

納
付
書
は
、
重
複
納
付
を
避
け
る

た
め
共
有
の
代
表
者
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
代
表
者
を
含
む
共
有
者

全
員
で
協
議
の
上
、
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
緯
４
７
０
・
７
７
２
６
ま
た
は

同
課
家
屋
資
産
税
係
緯
４
７
０
・

７
７
２
７
へ
。

お

わ

り

お

わ

り

にに

　

東
久
留
米
市
に
住
み
続
け
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
市
民
の
皆
さ

ん
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、「
安
全
」「
安

心
」「
健
康
」「
子
育
て
」「
ま
ち
の

活
性
化
」
な
ど
、
社
会
か
ら
求
め

ら
れ
る
、
あ
る
い
は
時
代
に
則
し

た
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
の
実
現
に
向

け
て
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
の
改

革
改
善
に
取
り
組
み
、
将
来
の
東

久
留
米
市
を
見
据
え
、
自
主
自
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

な
が
ら
、
市
政
運
営
へ
の
信
頼
を

構
築
し
、
将
来
の
世
代
に
自
信
を

も
っ
て
引
き
継
げ
る
持
続
可
能
な

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
「
東
久
留

米
」
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
、

全
力
で
当
た
る
所
存
で
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
議

会
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
市
民
生
活
を
守

り
、
安
心
を
与
え
る
市
政
運
営
が

実
現
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

な
ど
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
く
中
で
、
そ
れ
を
補
う
方
策
と

し
て
、
法
人
市
民
税
の
確
保
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
相
乗
的
な
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
是
が
非
で

も
企
業
等
誘
導
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
清
掃
車
に
お
い
て
、
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ
る

火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の　

月
以
降
、
今
年
１
月

１０

　

日
に
も
同
様
の
事
故
が
発
生
し

１９ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
清
掃
車
に
ご
み
を
積

み
込
む
た
め
の
押
し
込
み
板
に
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
が
圧
縮
さ
れ
た
際
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
が
漏
れ
出
し
、
押

し
込
み
板
と
の
衝
撃
で
生
じ
た
火

花
が
そ
の
ガ
ス
に
引
火
し
た
こ
と

に
起
因
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
は
毎
年
発
生

し
て
い
て
、
清
掃
車
の
被
害
だ
け

で
な
く
、
清
掃
作
業
員
や
市
民
が

け
が
を
し
た
り
、
住
宅
密
集
地
で

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
大
き
な

災
害
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

清
掃
車
の
火
災
を
防
止
す
る
た

め
に
も
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、

必
ず
中
身
を
最
後
ま
で
使
い
切
っ

て
か
ら
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の

収
集
日
に
透
明
の
袋
に
入
れ
、
ほ

か
の
ご
み
と
分
け
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
緯
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
に
保
険
料

が
決
定
し
た
後
、
年
間
保
険
料
額

と
仮
徴
収
額
と
の
差
額
を
、　

月
・
１０

　

月
・
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け

１２て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　

年　

月
ま
で
に　

歳
の
誕
生

２３

１０

７５

日
を
迎
え
た
方
や
転
入
し
た
方
の

う
ち
、
４
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴

収
と
な
る
方
に
は
、「
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
４

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
度
の
後
期
高
齢
者

２４

医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
兼
納

付
（
納
入
）
通
知
書
は
、
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）か
ら 

口
座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

で
納
付
し
て
い
る
方
は
、
申
し
出

に
よ
り
特
別
徴
収
を
中
止
し
、
口

座
振
替
へ
納
付
方
法
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
方
法
を
希
望
す
る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
し
て
新

規
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、

振
替
口
座
の
通
帳
と
届
け
出
印
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

３
月
中
に
手
続
き
を
し
た
場
合
、

６
月
の
特
別
徴
収
か
ら
中
止
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
高
齢
者
医
療
係

緯
４
７
０
・
７
８
４
６
へ
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
毎
年
７
月
に
市
民
税
の
所

得
内
容
を
基
に
決
定
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）で
納
付
し
て
い
る
方
の
４
月
・

６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
、
仮
徴

収
と
し
て
２
月
と
同
額
を
納
め
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
現
在
の
入
院

療
養
費
に
加
え
て
外
来
診
療
（
調

剤
・
訪
問
看
護
も
含
む
）
で
も
、

同
一
月
で
同
一
の
保
険
医
療
機
関

や
保
険
薬
局
な
ど
で
の
支
払
い
が

そ
れ
ぞ
れ
「
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
」
と
な
り
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】こ
の
適
用
が
で
き
な

い
保
険
医
療
機
関
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
、
従
来
の
高

額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
よ
り
給

付
が
受
け
ら
れ
ま
す

◎
保
険
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
提
示
が
必
要
な
も
の

　

▼　

歳
未
満
の
方　
「
限
度
額

７０

適
用
認
定
証
」「
被
保
険
者
証
」

　

▼　

歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
等

７０

の
方　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」「
被
保
険
者
証
」

　

※
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

で
申
請
が
必
要
で
す
。

　

▼
非
課
税
世
帯
等
で
な
い
方　

①　

歳
〜　

歳
の
方
＝
「
国
民
健

７０

７４

康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給

者
証
」
②　

歳
以
上
の
方
＝
「
後

７５

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

　

詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
２
ま
た
は

高
齢
者
医
療
係
緯
４
７
０
・
７
８

４
６
へ
。

年
金
受
給
者
が
受
け
ら

れ
る
融
資
が
あ
り
ま
す

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

か
ら
、
年
金
の
受
給
権
を
担
保

に
生
活
資
金
な
ど
の
融
資
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
同
機
構
は
、
年

金
を
担
保
に
融
資
が
で
き
る
唯

一
の
機
関
と
し
て
、
法
律
で
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

融
資
金
額
は
、
次
の
３
つ
の

要
件
を
満
た
す
額
の
範
囲
内
と

な
り
ま
す
。
①　

万
円
〜
２
５

１０

０
万
円
以
内
の
金
額
②
受
給
し

て
い
る
年
金
額
（
年
額
）
以
内

③
１
回
あ
た
り
の
返
済
額
の　
１５

倍
以
内

　

返
済
額
は
、
１
回
の
年
金
受

給
額
の
う
ち
、
本
人
が
指
定
し

た
返
済
額
（
１
万
円
単
位
）
に

な
り
ま
す
が
、
指
定
で
き
る
金

額
は
１
回
の
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
以
下
と
な
り
ま
す
。

　

融
資
を
希
望
す
る
場
合
は
、

「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
代
理
店
」
の
表
示
が
あ
る
銀

行
や
信
用
金
庫
な
ど
の
店
舗
で

申
し
込
み
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
受
給

者
の
年
金
証
書
な
ど
を
預
か
り
、

高
い
利
率
で
融
資
を
行
う
悪
質

な
貸
金
業
者
も
存
在
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
機
構
緯　

・
３

０３

４
３
８
・
０
２
２
４
へ
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

高額な外来診療の
窓口支払いが軽減
されます

国民健康保険・後期高齢者
医療制度に加入している方へ

　３月２６日（月）は、国民健康保険税第９期の
納期限です。最寄りの金融機関・ゆうちょ銀行
（郵便局）でお納めください。
　詳しくは納税課緯４７０・７７２９へ。

市税などの納付に
　　ご協力ください

２４年度固定資産税・都市計画税納税通知書（共有者用）の
イメージ

本書のとおり通知します。

東久留米市長　馬場　一彦

平成２４年５月１日

連番 01234

義務者番号 0123456789 
通知書番号 9876543210 

東久留米　花子　外２名　様

２０３-８５５５
東久留米市本町三丁目３番１号 【 共 有 者 用 】

※本通知書は、土地・家屋を共有されてい
る方へ税額等をお知らせするものです。本
通知書で納付することはできません。

※共有者用の納税通知書は、右上に「【共有者用】」と記載されています。

市　東
長　久
之　留
印　米

平成２４年度 固定資産税・都市計画税納税通知書

仮徴収を行います

保険料が特別徴収
（年金天引き）
　　　されている方へ

後期高齢者医療制度

必ず中身を最後まで使い
切ってから、お出しください

スプレー缶などの
分別収集に

ご協力ください！


